
          

                                             

 

 

 

運動会に向けて 

校長  鈴木 格也 

今年の運動会は、滝野川体育館での一日開催です。天候のことは気にすることなく、熱中症の

心配も和らいで実施することができます。ぜひ、感動と喜びのある運動会に向けて、一人一人が

輝きある力を発揮するとともに、各学級が一致団結した活躍を期待しています。 

さて、学校は目的の達成に向けた集団をつくる場でもあります。学校教育目標を達成するため

の計画はたくさんあり、その実現のために、先生と生徒が一緒に生活し、活動していきます。

今、本格的に運動会練習が行われています。個人種目として行われる短距離走やピンポンダッシ

ュ、５００Ｍ走などや、団体種目として行われる各学年の段ボールリレーやボール挟み全員リレ

ー、学年種目などへの取り組みを通して、生徒の頑張る心や協力する心、体力の向上について育

成を図っています。その集団生活の大きなうねりの中に身を置きながら、各学年としての自覚や

意識によって、将来に必要な資質・能力を形成します。１年生は、中学校生活に早く慣れよう

と、一生懸命頑張っていることと思います。小学校の時、最高学年の６年生の生活とは全く違っ

た生活空間に身を置いて、毎日の変化の大きい生活を体験しています。１年生から見て、３年生

がやたらに大きく見えているかもしれません。生徒会活動・委員会活動、部活動、運動会の練習

などで大きく見えている先輩のもとで、一緒に活動して、心に何かを感じていることと思いま

す。その何か感じていることが、“集団の力”として作用しているものです。それは、とてもい

いことです。今後の取り組みの中で、もっとそのことが各学年なりに深まることを期待していま

す。学校は、循環しながら成長しているところです。人と人とが触れ合いながら良い影響を及ぼ

し合って心が育ち、人間として成長して行きます。そして、その背景には先生方の日々の指導と

関わりがあることは当然のことです。さらには、保護者の皆様が学校の方針を理解して、一緒に

子供に向かい合っているという支援があってその力が作用するものです。今後もよろしくお願い

致します。 

 

この運動会の運営を担っている実行委員会と各委員会  

 の生徒は、役割を自覚し、みんなが楽しめる運動会に努 

め、実行委員会スローガンを達成させましょう。 

  保護者・地域・ご来賓の皆様には、学校改築に伴い、 

体育館をお借りしての運動会となりました。グランドで 

の競技種目とは異なりますが、子供たちは充実感や達成 

感が得られるように精一杯取り組みますので、その姿を 

ぜひご覧ください。 

堀船中だより 

令和７年 ６月   第  ３  号 

北区立堀船中学校長 鈴木  格也 

（教育目標）「自ら学び自ら考え自ら行動できる生徒」の育成 


